
 

  

 

 

 

３月に入り、今の学年もあと一月足らずとなりました。この一年で何を学び、何ができるよう

になったでしょうか。毎日毎日の繰り返しの中では、なかなか気付きにくいですが、子供たちは

確実に成長できていると思います。それは間違いありません。ただ、未完成のままになっている

ことがないか、きちんと振り返り、まだのところをそのままにしないことが大切です。今の学年

をしっかりと仕上げることができた、という自信を持って次の学年に進んでほしいと思います。 

            １日、６年生ありがとう集会を開催しました。文字通り、卒業する

６年生への感謝と中学校生活へのエールを送るために、各学年で話し合い、歌やダンス、思い出

の場面を再現した劇など、それぞれに工夫した発表を行ってくれました。本当に楽しい時間でし

た。６年生の思い出の１ページとして、心に残る集会になったと思います。卒業まで後 11日。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二里小学校 学校だより 

せんだん 
学校教育目標 

「進んで学び､心やさしく、たくましい児童の育成」 

校訓：心きびきび 精いっぱい 

No.22 令和６年３月４日 校長 松本 成浩 

１年の仕上げをしっかりと 

                  本校で６年生の卒業前の恒例行事となっている茶

話会を本年度も開いてくれました。学校という空間 

ではめったにない静寂の中で、６年生が点ててくれたお茶を 

いただきました。相手へのおもてなしの心や気遣いが込めら 

れた所作について、講師の池田先生に丁寧にご指導いただき 

ながら、一生懸命に取り組んでいました。その姿が初々しく 

も感じられ、とても心の和む時間を過ごさせてもらいました。 

こんな時間を持つことが、今の私たちには必要なのかも… 

６年生が茶話会を開いてくれました 

６年生ありがとう集会 

２年生「ありがとう！６年生」横断幕も １年生「スマイル」 可愛い笑顔です ３年生「当てれるものなら当ててみよ！！」 

４年生「６年生を笑顔に」お笑い＆ダンス ５年生「さすが！６年生」再現劇で ６年生 思い出劇とラインダンス 


